
今後のスケジュールについて

バリアフリー
マスタープラン
（Ｒ２：今年度）

バリアフリー基本構想
特定事業計画（Ｒ３）

重点整備地区
（案）における

まち歩き点検

協議会④
（R3.3/22）
・マスタープランの公表
に向けた意見交換

・基本構想の作成方針
の協議

実
施
内
容

協
議
会
内
容

R4∼R3.1∼3 R3.4∼7

・特定事業計画を基
に事業の実施

・特定事業の事業者
へ特定事業計画の
作成要請

・パブリックコメント
の実施
（R3.1/5～1/25）

・第3回庁内検討委
員会

・基本構想及び特定
事業計画の策定

詳細スケジュール
の検討

・基本構想の策定
・特定事業計画の策定

・パブリックコメントの
実施

本日

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
公
表

資料３

特定事業計画による
事業の実施（Ｒ４～）

協議会
（開催予定）

・マスタープランを
基に追加調査・現
況把握
(施設のバリアフ
リー化状況等)

R4.1∼3

・重点整備地区の
検討

・重点整備地区で
のまち歩き点検

・ニーズ調査（アン
ケート・ヒアリン
グ）

・特定事業の事業
者との協議

R3.8∼12

協議会
（４回開催予定）
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大館市 都市計画課

・事業の進捗状況

・バリアフリーに関
する情報共有



バリアフリー基本構想

大館市 都市計画課
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バリアフリー化のための具体的な目標の設定を示す

＜重点整備地区内のイメージ図＞

バリアフリー基本構想

• 重点整備地区（具体的な
事業計画をもってバリア
フリー化を進めていく地
区）の設定

• 生活関連施設・経路の
ハード・ソフト両面におけ
るバリアフリー化の目標
設定

• 特定事業として着手予定
時期や実施期間など具体
的な目標の設定の検討

具体的なバリアフリー化の特定事業計画と併せて示すことで、

実施すべき整備箇所を明確化することが可能となり、より一層

の整備推進が可能となる。

特定事業計画

基本構想及び特定事業の目標
を基に各生活関連施設や生活
関連経路でのバリアフリー化の
計画の作成

特定事業を実施する者は

特定事業計画の作成とこれ
に基づく事業実施の義務化



大館市 都市計画課
3

バリアフリー特定事業計画 特定事業として基本構想に位置づけ

⇒事業者に計画書の作成と事業実施の

義務を課すことが可能



バリアフリー基本構想について

協議会

・移動等円滑化促進地区内で、バリアフリー整備の
優先順位が高い範囲について重点整備地区候補
に指定

資料３
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大館市 都市計画課

R3 バリアフリー基本構想 検討内容

・候補地区内の施設・経路の抽出
（具体的な整備計画の設定可能性のヒアリング）

施設の配置や利用状況及び道路の整備状況や事
業予定等から優先順位の評価を行う

関係事業者との協議を踏まえ、交通量や利用実
態等の整備優先度の指標を設け選定を行う

・バリアフリー法の要件に基づき、実施が義務化さ
れる事業を選定

関係事業者との協議・調整により、事業の可能性
やその内容について調整を行い、合意形成を図り
作成する

・特定事業によらない移動等円滑化に資する取組
の検討

特定事業では対応できない移動等円滑化に係る
課題等について取り組みの検討をする

第５回 協議会
令和３年８月頃

第６回 協議会
令和３年１０月頃

第７回 協議会
令和３年１２月頃

パブリックコメント
令和４年１月頃

第８回 協議会
令和４年３月頃

（２）重点整備地区候補の設定


